
大斎節前主日（聖書協会共同訳） 

 

神よ、あなたはその独り子の受難の前に、聖なる山の上でみ子の栄光を現されました。どう

か、わたしたちが、信仰によってみ顔の光を仰ぎ見、自分の十字架を負う力を強められ、栄

光から栄光へと、主と同じ姿に変えられますように、主イエス･キリストによってお願いい

たします｡アーメン 

 

旧約聖書 列王記上 １９章９―１８節  

 

19:9 エリヤは、そこにあった洞穴に入り、夜をそこで過ごした。すると主の言葉が臨ん

で、「エリヤよ、あなたはここで何をしているのか」と言われた。10 エリヤは答えた。「私

は万軍の神、主に非常に熱心に仕えてきました。ところが、イスラエルの人々はあなたとの

契約を捨て、祭壇を壊し、預言者たちを剣にかけて殺しました。ただ私だけが一人残ったの

ですが、彼らはこの私の命までも取ろうと狙っているのです。」11 主は言われた。「出て

来て、この山中で主の前に立ちなさい。」主が通り過ぎて行かれると、主の前で非常に激し

い風が山を裂き、岩を砕いた。しかし、その風の中に主はおられなかった。風の後に地震が

あった。しかし、その地震の中に主はおられなかった。12 地震の後に火があった。しかし、

その火の中に主はおられなかった。火の後に、かすかにささやく声があった。13 それを聞

くとエリヤは外套で顔を覆い、出て来て、洞穴の入り口に立った。すると声があった。「エ

リヤよ、あなたはここで何をしているのか。」14 エリヤは答えた。「私は万軍の神、主に

非常に熱心に仕えてきました。ところが、イスラエルの人々はあなたとの契約を捨て、祭壇

を壊し、預言者たちを剣にかけて殺しました。ただ私だけが一人残ったのですが、彼らはこ

の私の命までも取ろうと狙っているのです。」15 主はエリヤに言われた。「来た道を引き

返し、ダマスコの荒れ野に向かいなさい。そこに着いたら、ハザエルに油を注いで彼をアラ

ムの王としなさい。16 また、ニムシの子イエフに油を注いで、イスラエルの王としなさい。

さらに、アベル・メホラ出身のシャファトの子エリシャに油を注ぎ、あなたに代わる預言者

としなさい。17 ハザエルの剣を逃れた者はイエフが殺し、イエフの剣を逃れた者はエリシ

ャが殺すであろう。18 私はイスラエルに七千人を残す。すべて、バアルに膝をかがめず、

これに口づけをしなかった者である。」 

 

詩 編 第２７編５―１１節 

 

５ わたしは主に一つのことを願い求める∥  生涯､主の家を住まいとし 

６ 主の麗しさを仰ぎ見て∥ 主の宮で思うことを 

７ 悩みの日に神はわたしを幕屋のうちに潜ませ∥ 天幕の隠れ場にかくまい、岩の上に立

たせてくださる 

８ わたしを囲む敵の上に∥ 神はわたしの頭を高く挙げてくださる 

９  喜びに溢れて幕屋でいけにえを献げ∥ 主をたたえて歌おう 



10 主よ、わたしが呼ぶとき、わたしの声に聞き∥ わたしを憐れみ、こたえてください 

11 わたしの心は言う｢神の顔を求めよ｣∥ 神よ､あなたの顔をわたしは慕い求めます 

 

使徒書 ペテロの手紙二  １章１６－１９節《２０―２１節》） 

 

1:16 私たちは、私たちの主イエス・キリストの力と来臨をあなたがたに知らせるのに、

巧みな作り話に従ったのではありません。この私たちが、あの方の威光の目撃者だからです。

17 イエスが父なる神から誉れと栄光を受けられたとき、厳かな栄光の中から、次のような

声がかかりました。「これは私の愛する子、私の心に適う者。」18 私たちは、イエスと共

に聖なる山にいたとき、天からかかったこの声を聞いたのです。19 こうして、私たちは、

預言の言葉をより確かなものとして持っています。夜が明け、明けの明星があなたがたの心

の中に昇るときまで、暗いところに輝く灯として、この言葉を心に留めておきなさい。 

《20 何よりもまず心得てほしいのは、聖書の預言は何一つ、自分勝手に解釈すべきでは

ないということです。21 預言は決して人間の意志によってもたらされたのではなく、人々

が聖霊に導かれて、神からの言葉を語ったものだからです。》 

 

福音書 マルコによる福音書 ９章２～９節 

 

9:2 六日の後、イエスは、ただペトロ、ヤコブ、ヨハネだけを連れて、高い山に登られ

た。すると、彼らの目の前でイエスの姿が変わり、3 衣は真っ白に輝いた。それは、この

世のどんなさらし職人の腕も及ばぬほどだった。4 エリヤがモーセと共に現れて、イエス

と語り合っていた。5 ペトロが口を挟んでイエスに言った。「先生、私たちがここにいる

のは、すばらしいことです。幕屋を三つ建てましょう。一つはあなたのため、一つはモーセ

のため、もう一つはエリヤのために。」6 ペトロは、どう言えばよいか分からなかった。

弟子たちは非常に恐れていたのである。7 すると、雲が現れて彼らを覆い、雲の中から声

がした。「これは私の愛する子。これに聞け。」8 弟子たちは急いで辺りを見回したが、

もはや誰も見えず、イエスだけが彼らと一緒におられた。 

9 一同が山を下っているとき、イエスは、「人の子が死者の中から復活するまで、今見

たことを誰にも話してはならない」と弟子たちに命じられた。 


